
研 修 報 告

全国地方議会サミット 2023
令和５年７月５・６日

於：早稲田大学大隈講堂

木下 啓爾



研修の趣旨

テーマ

変わる社会･デジタル･新しい民主主義～激

変する時代に対応する社会基盤としての議会

を実装する～



７月５日（１日目）の内容

■ 13:00 基調講演「激変する時代に対応する議会を実装せよ」

北川 正恭 早稲田大学名誉教授・元三重県知事

■ 13:30 特別講演「デジタルで変わる社会 地方と議会への期待」

 河野 太郎 デジタル大臣 （動画出演）

■ 13:50 セッション「デジタルで変わる自治体・政策」

■ 15:25 セッション「オンラインとデジタルを活かす」

■ 16:45 セッション「デジタルが拓くあたらしい民主主義」



７月６日（２日目）の内容

■ 10:00 鼎談「地方分権の 20 年とこれからの 10 年を展望する」  

北川 正恭  片山 善博 廣瀬 克哉

■ 11:05 セッション「政策議会の一般質問」

■ 14:40 セッション「政策つよい議会をつくる」



講座受講後の感想

■ 会場参加者約７００名、オンライン参加者約２００名。内容は専門的なものばか
りで、「議会改革」に意欲的に取り組んでいる地方議員が全国から参加していた。

■ 北川先生は「地方議会から地方を変え、地方から国を変える。」・「ＴＴＰ（徹
底的にパクる）」・「先進議会のパクリから議会改革は始まる」と訴えられた。

■ テーマに基づく「講演」「各地方議会での実践事例」「質疑」の流れで進行。次
から次へと内容が変わり、時間的にも内容的にもハードな研修であった。

■ 議会はより具体的な活動を地域住民とともに取り組まなければならない。

■ 議員としての責任を果たすために、自己研鑽を続ける姿勢が重要であること再認
識した。



７月６日（木）
セッション「政策議会の一般質問」

演題「一般質問を議会の政策資源にするシクミ」

法政大学 土山希美枝氏の講演から

〇たかが一般質問
・一般質問は議員の権利か？あるいは義務か？

・一般質問は議員のパフォーマンス？

⇒多少良くなっても議会は変わらない

・地方自治法には一般質問のことは書いていない

⇒やってもやらなくても良い



〇されど一般質問

・何のために議員になるのか？

・何のために議員でいるのか？

・何かをしたくて議員なったのか？

⇒議員になりたくてなった これでは×

⇒わが町を何とかしたい これが 〇

議員自身の課題、町の課題に取り組む方法

⇒これが一般質問である



〇一般質問とは、なにか？

・議員が、町政にかかわるすべてのことを質問できる

・自由な意見の表明もでき執行部の公式見解を得ることができる

〇議員から見た一般質問

・政策執行に監査・提案することで、自治体政策を間接的に制御

〇住民から見た一般質問

・町の課題をめぐって、議会と行政が議論を通じて状況をあきら

かにする

⇒争点が重要である



〇一般質問が機能していない要因は？

・「質」の問題である。（もったいない）

・歴史的な位置付けの問題である。（追随機構としての議会）

〇「いい一般質問が生かされない」のは？

・議員の質問力は総合的な「政策形成力」である。

・議員の政治家としての活動と見地の集約が一般質問である。

・一般質問を議会の「政策資源」として生かしていない。

⇒一般質問を議会（他の議員・委員会）と、

住民の政策資源として共有すること



「別海町議会の一般質問検討会議」
別海町議員 河西 博 氏 の講演から

〇一般質問検討会議の日程

・一般質問の作成

・一般質問通告（仮締切）・・・３週間前

・一般質問検討会議

・一般質問通告（締切） ・・・２週間前

・議会運営委員会

・一般質問

・本会議終了後に反省会



〇一般質問検討会議の効果

№１ 質問のゴールや答弁者の答弁を予想したり、

その後の質問をより考えるようになった

№２ 自分の質問の論点を検討したり

磨いたりする意識がより高まった

№３ 質問のための調査で、町民や関係者の声や意見の

聞き取りをより充実させるようになった

№３ 委員会での検討や議論と連携するようになった

№４ 他の議員の質問を意識したりするようになった
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